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公表用
• 2007年8月16日 首都大学東京のベンチャー企業第１号として設立。
• 2010年8月 観測ロケットS520-25による
132.6mスーパーテザーの宇宙伸展に世界で
初めて成功。日本・米国・欧州・豪州の
国際協力。
• 2015年2月3日科学研究費補助金取扱規程に規定する研究機関に指定
TMITの主なマイルストーン
Space Tethers Will Play a Key Role:
The Project of Japan Will Be A Critical Step
宇宙エレベーターKAIT構想
◎ Google, EON, Shell, Schlumberger, Tata、さらに、ソフ
トバンクのような先端企業が2兆米ドルを超える投資を行っ
ている。このためAWEは今後成長を加速すると思われる。
欧州各国はCO2軽減のロードマップ2050などに乗り遅れな
いために、クリーンなAWEに期待を持ち援助を行っている。
宇宙テザー技
術の波及効果
高空風力発電
AWE
（Airborne 
Wind Energy)
Comparison with a conventional wind turbine
Cross-wind, rigid wing and ground based generator

Fig.1 Makani power社 The M600 energy 
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大型風車 テザー型
構造 複雑（ギアなど） シンプル
建設コスト 100％
（支柱と補強）
5～10％ （テザー型：
要交換）
維持方法 高所作業 緻密な整備
安全性 安全 無人化：高度な技術
台風など強風
の被害
収納折り畳み
不可避
不可
退避可能     
（日本に最適）
小型のもの運搬可能
最高高度 180m 100～1000m
発電量
（重量）
2.5MW
（143,000㎏）
2.5Mw
（8,400㎏）
設備利用率 30～40％ 60～70％
高空風力発電研究会
• 2015年3月１６-17日Ｐ１（フェーズ１）風洞実験（工芸大）
• 2015年3月30日第１回全体会議（日大駿河台校舎）
• 2015年8月17-21日Ｐ１発電実験風洞実験（工芸大）
• 2015年11月26日第2回全体会議（科学技術館）
• 2016年1月4-6日風洞実験（工芸大）
• 2016年1月15-22日P1フィールドテスト（神奈川工科大）
• 2016年3月11日第3回全体会議（東工大）
• 2016年3月13-14日Ｐ１．５（200ｗ級）風車風洞実験（工芸大）
• 2016年5月21日P1フィールドテスト福井氣比の松原（福井大、神奈川工大）
• 2016年6月1日Ｐ１．５トルク伝達実験（神奈川工大）
• 2016年7月13日Ｐ１．５パラグライダー飛行試験（福井大、金沢工大）
• 2016年８月3-5日Ｐ１．５テザー伝達試験（神奈川工大）
• 2016年9月11-14日Ｐ１．５発電実験風洞実験（九州大）
• 2016年9月15日第4回全体会議（九州大）
• 2017年3月16-17日第５回全体会議（東京理科大学葛飾キャンパス）
• 2017年10月5-6日AWEC(Airborne Wind Energy Conference)2017 (Freiburg)
• 2017年11月12-15日P1＋＆P1.5フィールドテスト（妻沼グライダー滑空場）
• 2017年12月3－10日風洞実験（工芸大）
• 2017年12月8日第6回全体会議（科学技術館）
テザー型風力発電の概念
発電機
テザー：凧用
発電用
直線翼風車
・重い発電機を地上
に置き、浮遊体を軽
量化。
・テザーを回転させ、
連続的な発電が可能。
・高度を変え、定量
的な発電が可能。
・強風時に地上に退
避し、安全性を確保。
・テザーを回収し、
折り畳み・運搬移動
可能
設備利用率の試算例（丸山）
テザー型風力発電では時間的な風力変化に対応することが出来るので
設備利用率が数倍大きい
地上10m
年平均風速
高さ10m設置
固定風車
高さ80m設置
固定風車
高さ500mまで稼働
可能な浮遊風車
2m/s 0.7% 4.4% 15.3%
3m/s 4.4% 16.4% 37.3%
4m/s 11.4% 32.1% 55.4%
算定（仮定）条件
風車仕様
定格風速：10m/s（カットイン風速4m/s・カットアウト風速25m/s）
※定格風速以下の発電量は風速の３乗に比例とする
風速の出現率はレーリー分布（ワイブル係数k=2）
風速の鉛直プロファイルはべき指数分布（α=0.2）
一般的な
小型風車
一般的な
大型風車
テザー型
高空風車
設備容量が同じとすれば、総発電量は設備利用率に比例する。
超小型モデル(0.01kW)発電コンセプトスタディ
（東京工芸大学 風工学研究所 ２ｍ×２ｍ風洞）
小型モデル（0.2kW)風洞実験
(九州大学 応用力学研究所 ４ｍ×２ｍ風洞)
2017年2月6日
福井大学
文京キャンパス
グラウンド
風速 4.3 [m]
飛行制御実験
2017年11月12-15日 フェーズ1+＆フェーズ1.5 フィールドテスト
埼玉県熊谷市妻沼グライダー滑空場

ＮＵ-102 ダウンウインド型
うず電流型電磁ブレーキを備
えた静翼付風力発電装置
南極昭和基地で第19次越冬隊
（1978年）現地実地テスト
１．低温、地吹雪、強風 ＞ 強風時の避難
垂直軸風車：昭和基地の20kW風車（56次隊中村隊員提供）
２．出力安定性 ＞ 設備利用率の増加
時間的かつ季節的な変動
まとめに代えて
極地でのエネルギー供給
に適した風力発電装置とは
３．運搬容易性
